
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬号 

1. 

 新年のご挨拶 ～「JR広島病院」から「県立二葉の里病院」へ～ 

ＪＲ広島病院だより ■2025 年 1月 第 28号 発行 

 常日頃よりのご厚情に感謝申し上げます。 

 この度、JR広島病院だより「ふたば」冬号（2025年１月）の発行に際しまして当院を代

表して一言ご挨拶申し上げます。ご承知の通り、2025年４月からは地方独立行政法人広島

県立病院機構「県立二葉の里病院」と名称変更されますので「JR広島病院」の名称での発

行は今回が最後になります。1920年広島鉄道治療所としての開設以来 105年間にわたり広

島鉄道病院、JR広島病院の名称で長らくお付き合いいただき有難うございました。改めま

して心より感謝申し上げます。それら病院名の変遷には感慨深いものがあり、それぞれ皆

さまの心の中に強固に根付いているものと存じますので、当分の間は地方独立行政法人広

島県立病院機構「県立二葉の里病院」（旧・JR広島病院）としてご案内いたします。 

 さて、運営母体が医療法人 JR広島病院から地方独立行政法人広島県立病院機構に移行すると何が変わるのか？

きっと多くの皆さまにとって少なからず気がかりのことと拝察しますが、2030年まで病院自体はスタッフも建屋

も内部構造も、そして診療内容も全く同じですので実質的に現状と何ら変わりません。むしろ隣接して 2030年に

開設する新病院が建設され総計 1000床規模の県内最大の医療機関へと拡大することから、その間に当院の診療内

容も一層の充実と多領域網羅的拡大が進みます。本計画は広島駅北の再開発に伴う医療系ビジョンの一環であり、

安全かつ機能的な動線確保への配慮がなされるとともに、県立広島病院が当地に移設されて当院との統合のうえ

新たな統合高度医療機関として新病院が開設されることから、高度専門医療・高度救急医療・医療人育成を柱と

する利便性の高い高次医療機関の誕生へと当院が発展していくことになりますのでその飛躍にご期待ください。 

 現在、JR広島病院は 2024年４月に整えた運営体制（病院長補佐１名、副院長２名、診療部長４名、臨床研修部

長１名）により病院長とそれら幹部によるガバナンスを強化し諸課題に一体的に取り組みながら、ロボット支援

手術環境整備（ダビンチ導入）、脊椎手術領域におけるナビゲーションシステム導入、効率的な眼科手術のための

回復室整備、内視鏡センター整備・拡充など直近の診療トレンドと中長期的な展望に向けた設備整備など戦略的

な診療環境の充実を進めています。とはいえ、当院の理念『優しさと誠実な医療で更なる地域貢献をめざします』、

１）良質で安全な医療、２）患者さんと共に築く医療、３）健全な運営による医療、の提供については地域社会

との約束であり、組織母体が変わろうとも何ら揺らぐものではありません。今回の地方独立行政法人広島県立病

院機構への移行も、2030年の新病院開設も、一つ一つ通過点として粛然と向き合いつつ、従前にも増して当地で

の地域医療への貢献に使命を果たし続けてまいりますので、今後ともご支援ならびにご協力のほどよろしくお願

いいたします。 

 本誌をお読みの皆さまにとって 2025年が素晴らしい年となりますことを心より祈念いたします。 

ＪＲ広島病院 病院長 田妻 進 

 



        

 

                                   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

睡眠時無呼吸（SAS）外来  ≪ 毎週木曜日 13：00 - 14：00 ≫ 

 

 睡眠時無呼吸症候群（SAS）では、睡眠中に無呼吸を繰り返すことで、 

昼間の眠気や起床時の頭痛、倦怠感などの症状を引き起こします。こ 

の外来では SASの診断と治療を扱っています。国内の潜在患者は成 

人男性の 20%、50代女性の 10%とみなされており、日中の眠気や集中 

力の低下に加え、高血圧や心疾患などの健康リスクを伴うことがあり 

ます。当外来では問診後、外来簡易睡眠検査や１泊入院での睡眠ポ 

リグラフ検査を行い、重症度を評価します。治療法としては、持続的陽 

圧呼吸療法（CPAP）や生活習慣の改善を提案し、個々の患者に最適 

な治療プランを提供しています。CPAP療法は国内で 50万人以上が 

利用しており、半数は 60 歳未満の働き盛りです。当院には JR 西日本の関連施設として、中国地方５県の運転士の

睡眠時無呼吸症候群精密検査を行ってきた実績があります。質の高い睡眠と健康を取り戻すために、睡眠時無呼

吸が疑われる方や、日中の眠気が心配な方はご相談ください。 

※ 専門外来はすべて予約制となっております。ご予約・お問い合わせは地域医療連携室までお気軽にお問い合わせください。 

  地域医療連携室 TEL ：082 ｰ 262 ｰ 1581 ／ FAX ： 082-262-1253  ＜受付時間＞ 平日（祝日・年末年始除く） 8:30 〜 17:00 

 

『睡眠時無呼吸（SAS）外来』・『禁煙外来』・『毒ガス障害者外来』 

2. 

当院では呼吸器内科の一般診療に加え、３つの専門外来を開設しています。 

診療科紹介 呼吸器内科 

診療部長・呼吸器内科主任部長 
峠岡 康幸  たおおか やすゆき 

患者支援センター長 

毒ガス障害者外来  ≪ 毎週火・木曜日 午後 ≫ 

 

  毒ガス障害者外来では、昭和４年から 20 年にかけて竹原市大久野島の毒ガス製造工場で従事するなどによって

健康被害を受けた方々に対して、専門医による診療を提供しています。これらの方々では、呼吸器系の後遺症に対

して継続的な診療が必要な方がいらっしゃいます。 

呼吸器内科スタッフ一同 

 

禁煙外来  ≪ 毎週木曜日 14：00 - 15：00 ≫ 

 

 タバコ依存からの脱却を目指す方に対し、専門的なサポートを提供する外来です。最近ではニコチン依存症ではな

く、タバコ使用症と呼ぶ場合もあります。タバコ依存は身体的及び心理的依存の両方が絡んでいるために自力での

禁煙が困難な場合が少なくありません。禁煙外来では、医師指導のもと、個々の患者に合った治療計画が立てられ

ます。薬物療法、カウンセリングを組み合わせて禁煙をサポートします。禁煙薬の保険適応の基準として、タバコ依存

度の問診表が５点以上で、喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が 200以上であり、本人が直ちに禁煙を考えて治

療を希望することが条件となります。３か月間で５回（初診、２、４、８、12 週後）受診していただきます。過去に禁煙外

来受診歴があって再び喫煙した場合でも１年に１回まで再チャレンジが可能です。健康を守るための第一歩として、

禁煙外来をご利用ください。 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

当院の特徴、実績 

 当院は、「よい眠りとよい呼吸から健康生活」をめざした診療を行っています。

「眠り」に関しては睡眠時無呼吸症候群の診断から治療を中心に、当院での終夜睡眠

ポリグラフィ検査は、夜８時に来院、翌朝７時頃には終わるので、仕事を休まずに検

査をすることが可能です。その他、レストレスレッグス症候群の診断治療やナルコレ

プシーなど過眠症の診断のための睡眠潜時反復検査も行っております。「呼吸」に関

しては呼吸器専門医として、胸部XP・CT検査、肺機能検査、アレルギーを診断する為

の呼気NO検査も備えており、気管支喘息やCOPD、慢性呼吸不全などその他の呼吸器疾

患の迅速な診断治療、在宅酸素、在宅人工呼吸器の導入管理などを行っています。 

地域連携、JR広島病院に期待すること 

 当院は地域に根ざした内科一般診療や在宅訪問診療、総合病院との医療連携体制にも力を入れており、特に

同じ東区にあるJR広島病院には最もお世話になっております。急なお願いや難しい患者さんをお願いすること

も多いので、ご迷惑をおかけしているかと思いますが、大変心強く思っております。これからもよろしくお願

いいたします。 

 

医療法人社団 輔仁会 太田川病院 （広島市東区） 

 

掲出しています。 
〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

Tel:082-262-1171  Fax:082-262-1499 

 
 

ホームページに当院年報を 

連携医療機関のご紹介 

医療法人 津谷内科呼吸器科クリニック （広島市東区） 

 

医療法人 津谷内科呼吸器科クリニック   理事長 津谷 隆史   院長 中村 賢ニ 

編集責任者 上西 啓之 

住所：〒732-0062 広島市東区牛田早稲田 1-6-3                                電話：082-221-5463                     

医療法人社団 輔仁会 太田川病院  理事長 満田 一博   院長 田中 恒夫 

住所：〒732-0009 広島市東区 戸坂千足一丁目２１番２５号                 電話：082-220-0221 

連携医療機関のご紹介 

 

病院の特徴 

 当院は 1980年に戸坂に開院し、地域の基幹病院として住民のみなさまの健康を

ささえ、地域に密着した医療と介護を行ってきました。診療体制として、救急医療

をはじめとする急性期からリハビリも含めた回復期、維持期医療までの幅広い医

療を行っております。また退院後も訪問看護や通所リハビリなど在宅へのスムー

ズな連携により住み慣れた地域で安心して暮らせるように、医療と介護の両面か

ら支援をするよう心がけています。JR 広島病院との連携につきましては、当院で

も血液透析のほか循環器内科や糖尿病内科、リウマチ科など各種専門外来を用意

し、様々な患者様の治療を継続できる体制を整えています。また、医療事故防止対

策、感染防止対策についても連携を密にさせていただいております。 

JR広島病院に期待すること 

 いつも、当院からの紹介患者様を迅速にお受入くださり感謝しております。今後も患者様が安心して医療を

受けられ途切れることのない医療を提供できるよう、現場のレベルアップや情報共有、連携システムのさらな

る強化に取り組んでまいりたいと思います。 



 


